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研究成果の概要： 
 「墓」をキーワードに用いながら宋代社会の構造について多面的に研究を行った。研究成果

としては、（１）墓誌銘、行状、神道碑といった史料の特徴の解析、（２）上記の史料もしくは

「墓」そのものがどのようなプロセス並びに社会的背景を以て作られたかについての解析、（３）

「墓」資料を通して窺える人的ネットワークの解析を行った。その結果、中国社会は地縁、血

縁、学縁、業縁といった多様な「縁」をもとづくネットワークによって構成されるといわれて

いるが、宋代の「墓」資料はまさにこうした多様な「縁」を解き明かす上で格好なものであり、

「墓」関係資料の解析を通じて、唐代から北宋、北宋から南宋へ社会が次第に「地方化」を強

めるとともに、士大夫から庶民に至るまでの広範な文化を創り上げていく様子を確認すること

ができた。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究を着想し、また構想するに至った直
接的な背景は、研究代表者並びに連携研究者
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「Recent Development of Song Studies in 
Japan」に出席し、報告する機会を得たこと
にある。ここで交わされた議論の中で我々が

強く感じたのは、欧米の研究者との研究視点

の大きな差異であった。すなわち、日本の研

究者にとって、唐代から宋代において政治、

社会、経済、文化上の大きな変革があったと

される唐宋変革論が通説となっているが、欧

米の学界においては寧ろ北宋から南宋への

移行期、並びに南宋から明末までの連続性が

問題とされている。また、これまでは士大夫

を中心としたエリート文化に研究の重点が

置かれてきたが、近年、外国においてはいわ

ゆる民衆文化への視座が高まってきている。

従って、我々日本の研究者にとって、今後の

大きな課題は従来の唐宋変革論とは異なる

「時代区分」の見直しの問題であり、また宋

代士大夫文化研究に過度に比重が向きすぎ

ている研究状況を如何に修正し、広範な階層

をも含み込んだ社会文化史研究の方法論の

構築である、と認識を新たにした。 
(2)平田以下のメンバーに、中島楽章を加え、
基盤研究（Ｂ）「宋代以降の中国における集

団とコミュニケーション」（岡元司代表、2002
～2004 年度）において共同研究を進め、宋
代社会のネットワークについて多角的な研

究を進めた。その成果は後に本研究の成果を

も踏まえ、『宋代社会の空間とコミュニケー

ション』（汲古書院、2005年）として結実す
ることとなる。ただ、この共同研究の進行過

程で、今後の課題として浮かび上がってきた

のは、通常の史料を用いる限りエリート文化

研究に陥ることとなる。従って、如何に当時

の広範な人々を含み込んだ社会の実像を明

らかにしえる史料を探しだし、如何に分析す

るかという課題であった。 
(3)この問題を見直す上で大きな転機となっ
たのは岡、平田、遠藤が始めつつあった墓誌

銘研究、ならびに須江が取り組みつつあった

石刻資料研究であり、こうした史料を用いる

ことを通じて新たな方向性を見いだすこと

ができるのではないかという共通の思いに

至った。さらに、平田が 2003 年に台湾・東
呉大学で開かれた「宋代墓誌銘」に関する国

際学会に参加し、海外の研究者の当該分野に

おける研究を実見する機会を持ったことも

着想上の一因となった。この国際学会を通じ

て得た人脈は今回の共同研究の上でも海外

研究協力者として参加してもらっている。 
(4)以上の経緯のもとに、平田を研究代表者と
し、連携研究者として遠藤、岡、須江、中島

の合計５名を中心に、多くの内外研究者に協

力頂く形で、社会の深奥を窺うことができる

「墓」関係資料を駆使し、新たな宋代社会構

造の実像を獲得すべく本研究を着想した次

第である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「墓」を共通の素材として、宋代

の社会的結合の特色とその変化を、唐・北宋

交代期、北宋・南宋交代期を射程に入れて分

析することを目的としている。具体的には、

（１）官僚ないしはエリートが、彼ら相互に

どのような交流を行い、そこからいかにして

政治グループが形成されていったか、（２）

そうした官僚・エリートたちが地域社会にお

いて依拠していた家族・宗族は、唐宋交代期、

北宋・南宋交代期にかけてどのような変化を

見せたか、（３）他方で、エリート層は科挙

を基軸として再生産される儒教的教養人と

しての性格を持つ。彼らが学問、文化、信仰、

趣味といったものを契機としていかなる人

間的繋がりを形成していたか、非エリート層

のとの交流をも射程に入れつつ、広範な社会

的ネットワークを明らかにする、という３つ

の側面から当該課題にアプローチする。 
 



 

 

３．研究の方法 
（１）研究代表者ならびに連携研究者は個別

に研究を進める一方、大阪市立大学を拠点と

して、毎月一度、内外の研究者を招き、研究

成果について議論を重ね、上記研究目的の課

題について検討を積み重ねる。なお、研究代

表者、連携協力者、海外研究協力者の研究分

担は以下の通りである。 
【研究代表者】 
平田茂樹：研究の総括と宋代政治的ネットワ

ーク分析 
【連携研究者】 
岡 元司：宋代地域社会ネットワーク分析 
須江 隆：宋代宗教ネットワーク分析 
遠藤隆俊：宋代家族・宗族ネットワーク分析

中島楽章：宋元代民衆ネットワーク分析 
【海外研究協力者】 
鄧小南：宋代石刻資料の特質の分析 
劉靜貞：宋代墓誌資料の特質の分析 
廖咸恵：宋代の士大夫と風水師・地理師の交

流関係の分析 
Beverly Bossler：宋代の節婦・義女関係史料
の分析 
翁育瑄：唐宋墓碑関係史料の内容の差異の分

析 
（２）「墓」関係資料は文献資料に偏る傾向

を有するため、現地に出向き調査を行う。具

体的な調査地点としては、洛陽、蘇州、杭州、

寧波、泉州、広州など地域の墓並びに石刻資

料の調査を進める。 
（３）（１）、（２）の成果について学術雑誌

に成果を逐次、公表する。 
 
４．研究成果 

 「墓」をキーワードに用いながら宋代社会

の構造について多面的に研究を行った。研究

成果として、第一に、墓誌銘、行状、神道碑

といった「墓」関係史料の特徴の解析を行っ

た。墓誌銘については、海外研究協力者の鄧

小南、劉靜貞、翁育瑄、神道碑については榎

並岳史に多大な協力をいただき、また、石刻

資料全般の問題については連携研究者の須

江隆を中心として、これらの史料の形態、作

成過程、史料上の有効性について討論を重ね

た。この中で、石碑そのものと墓誌銘、神道

碑等を記載した文集、地方志所載の二次的文

献資料との差異（具体的には石碑と文献資料

の間には、記述の差異がある。これは執筆者

と依頼者の思惑の差異によって、埋葬時や設

置時に内容が曲筆されることが多い）、なら

びに文献資料には記載されない石碑の形態

や装飾の重要性が指摘され、改めて現物の資

料と二次的文献資料との相互調査の必要性

が明らかとなった。また、調査を進める内に

家族間の墓誌銘、行状、神道碑における記述

の差異を発見し、個人の伝記研究においては、

当該人物の「墓」関係資料の相互比較のみな

らず、さらに家族、親族の「墓」関係資料の

突き合わせの必要性を確認することができ

た。さらに、同じ墓誌銘資料一つをとっても、

唐代と比べ宋代はより詳しい家庭状況や人

的ネットワークが記される傾向にあり、「墓」

関係資料は、人的ネットワーク解明や、宋代

の社会史、文化史、経済史研究上のデータ収

集の上で、有効な史料であることが明らかと

なった。 
第二は、上記の史料もしくは「墓」そのも

のがどのようなプロセス並びに社会的背景

を以て作られるかについての解析を行った。

研究代表者平田は、海外研究協力者の

B.Bossler 及び水越知とともにこの問題につ
いて討論を重ね、次のようなプロセスが明ら

かになった。①女性の「貞節」や「孝行」な

どの徳義の行為（多くの場合、女性の死去を

伴う）→②地元の士大夫、父老層などによる

官府へ顕彰の訴え（中央政府は定期的に地方

政府に孝子、列女の報告を求めており、地方



 

 

官府の上申はこれを受けて行われる）→③中

央政府からの顕彰（具体的は牌防などの設置、

税役の免除などを伴う。但し、税役の免除が

本格化するのは次の元代以降であり、宋代に

おいては、実例は少ない。また、列女の情報

は史料として収集され、後の国史列女伝の材

料となる）→④地方における祠廟や石碑の建

設が行われる。こうした一連の動きに加え、

特に南宋期以降、詩文や随筆などで列女顕彰

の傾向が強くなって行く。これは「道学」の

流行、元代頃から盛んになる列女顕彰に伴う

免疫特権の獲得という問題に加え、南宋頃よ

り顕著となる地方文化の高まりと深く関わ

っている。以上は列女をめぐる解析の成果で

あるが、地方志ならびに石刻史料の作成過程

を検討した須江隆は、石刻資料作成自体が上

記の列女とほぼ同じ①から④の過程をたど

ると共に、石刻資料の多くが地方志に収載さ

れていく過程を通じて、北宋から南宋へと次

第に地方の文化、風俗を書き残そうとする傾

向の高まりを明らかにした。 
第三は、「墓」資料を通して窺える人的ネッ

トワークの解析を行った。その結果、中国社

会は地縁、血縁、学縁、業縁といった多様な

「縁」に基づく人的ネットワークをもとに構

成されるといわれているが、宋代の「墓」史

料はまさにこうした多様な「縁」を解き明か

す上で格好なものであり、「墓」関係資料の

解析を通じて、唐代から北宋、北宋から南宋

へ社会が次第に「地方化」を強めるとともに、

士大夫から庶民に至るまでの広範な文化を

創り上げていく様子が浮き彫りとすること

ができた。具体的は、第一に、政治集団と地

縁関係をめぐる問題がある。宋代史料の中で、

読み解くのが難しい問題として「本貫（本籍

地）」と現住所（居住地）との区別の問題が

ある。一族の定住、結集のプロセスの中で重

要なものとして、一族の墓を何処に設定する

のかという問題があり、一連の史料解析を通

して、移動→定住→元の場所（本貫）より亡

骸の移動、墓の設置（家廟、祠堂や墳寺の設

置も伴う）→新たな本貫の社会的認知という

流れを見ることができ、「墓」設置が地域社

会でのアイデンティティ獲得の上で大きな

意味を有する。また、首都開封を中心とした

活動に重点が置かれた北宋士大夫に対して、

南宋士大夫はそれぞれの地域に重点を置き

活動を展開するようになる。このように、地

域に対する意識の高まった南宋時代には

「墓」の持つ意味がより強いものとなったと

考えられる。墓誌銘、神道碑史料の解析を通

しても、南宋期になると、同じ地域の文人に

執筆を依頼するケースが増えており、地方化

の傾向を見ることができる。さらに、「墓」

関係資料を空間的に分析する試みも行った。

連携研究者の岡元司は寧波に残る史氏一族

の東銭湖の墓群を調査し、史氏一族の居住地、

墓、墳寺（一族の菩提寺）の位置、並びに墓

の石材の流通ルートを明らかにし、寧波とい

う空間に於いて史氏一族が「墓」と深く関わ

りながらどのように勢力を形成していたか

を明らかにした。 
この他、連携研究者の中島楽章による日本

に残された中国人墓地の研究、遠藤隆俊によ

る墓の形成と宗族結集との問題についての

研究（具体的には蘇州と洛陽の范氏について

のケーススタディ）、あるいは海外研究協力

者の廖咸恵による墓地設置と深く関わる風

水師、地理師と士大夫との交流の研究など、

「墓」をキーワードとすることにより、従来

の文献資料では見ることのできなかった宋

代人の多様な生活や社会構造を窺うことが

できた。 
これらの一連の成果についてまとまった

成果報告書は刊行していないが、逐次、専門

雑誌に公表を行っている。 
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